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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第45期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 57,263 218,133

経常利益（百万円） 3,391 14,232

四半期（当期）純利益（百万円） 1,974 7,706

純資産額（百万円） 55,766 54,656

総資産額（百万円） 87,761 87,623

１株当たり純資産額（円） 884.84 867.23

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
31.33 122.21

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 63.5 62.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,596 10,464

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,333 △4,055

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△869 △1,844

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
15,626 16,233

従業員数（人） 2,457 2,169

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 2,457 (1,644)

　（注）１．従業員数は、就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

２．従業員数が当第１四半期連結会計期間において、288名増加しておりますが、業務拡張に伴う定期採用等によ

るものであります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 2,337 (1,636)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

２．従業員数が当第１四半期会計期間において、279名増加しておりますが、業務拡張に伴う定期採用等によるも

のであります。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売実績】

(1）商品仕入実績

事業別

当第１四半期連結会計期間
（自平成20年４月１日
至平成20年６月30日）

金額（百万円） 構成比（％）

医薬品等の販売   

医薬品 10,670 24.3

消耗雑貨 7,911 18.1

化粧品 14,491 33.1

ベビー用品 1,762 4.0

その他 8,975 20.5

小計 43,811 100.0

不動産賃貸その他 0 0.0

合計 43,812 100.0

　（注）金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2）地区別販売高

地区別

当第１四半期連結会計期間
（自平成20年４月１日
至平成20年６月30日）

金額（百万円） 構成比（％）

医薬品等の販売   

東北地区（15店舗） 1,437 2.5

関東地区（289店舗） 36,178 63.2

東海地区（28店舗） 3,059 5.3

近畿地区（15店舗） 1,679 2.9

中国地区（5店舗） 369 0.7

九州地区（42店舗） 4,546 7.9

本部 58 0.1

フランチャイズ店（151店舗） 9,439 16.5

小計（545店舗） 56,768 99.1

不動産賃貸その他 495 0.9

合計 57,263 100.0

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．本部売上には、ボランタリー店売上が含まれております。

３．フランチャイズ店売上は、加盟店舗への商品供給（卸売上高）であります。
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(3）商品別売上高

事業別

当第１四半期連結会計期間
（自平成20年４月１日
至平成20年６月30日）

金額（百万円） 構成比（％）

医薬品等の販売   

医薬品 15,797 27.6

消耗雑貨 9,229 16.1

化粧品 19,109 33.4

ベビー用品 1,939 3.4

その他 10,691 18.6

小計 56,768 99.1

不動産賃貸その他 495 0.9

合計 57,263 100.0

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

    当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況

  当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融不安やアメリカの景気後退懸念、原油や原材料

価格の高騰等の影響もあり、企業収益が減少するなど景気減速が懸念される状況となりました。一方、個人消費に

おきましても、ガソリン価格の高騰や食料品等を中心とする生活必需品の値上げ等の影響により、先行きの不安感

が漂い、低調な推移となりました。

  ドラッグストア業界におきましては、競合他社による積極的な出店や価格競争が更に激しさを増し、厳しい状況

が続いております。

  このような状況のもと、当社グループは、「安心・信頼・便利」の提供をキーワードに、お客様のニーズに応え

る質の高い出店とサービスレベルの向上などに取組み、着実に事業の拡大を図ってまいりました。

　当第１四半期連結会計期間は、長雨の影響や季節品等が前期に比べ低調に推移したことなど厳しい状況の中、既

存店売上は前年同期に対しプラスを維持して推移いたしました。

  新規出店につきましては、地区別に関東地区で４店舗、東北地区で２店舗、東海地区で３店舗、近畿地区で２店

舗、九州地区で２店舗の合計13店舗を新規開設し、またフランチャイズ店では、４店舗の契約を締結し、１店舗の解

約をいたしました。

  既存店につきましては、駅前店１店舗を閉店し、４店舗の改装を行い活性化を図りました。

  以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、直営店舗376店舗、子会社の調剤薬局18店舗、フランチャ

イズ店舗151店舗となり、グループ全体で前期末比15店舗増の545店舗となりました。

  以上の結果、当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高で572億63百万円（前年同期比6.7％増）、営業利益

は33億30百万円（同1.5％増）経常利益は33億91百万円（同0.9％増）四半期純利益は19億74百万円（同2.1％増）

となりました。

（2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて１億37百万円増加し877億61百万

円となりました。主な要因は、新規出店に伴う固定資産の取得及び保証金等の増加等によるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べて９億72百万円減少し319億94百万円となりました。主な要因は、未払法人

税等の減少等によるものであります。

　純資産合計は前連結会計年度末に比べて11億10百万円増加し557億66百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は1.1ポイント上昇し63.5％となりました。

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べて６億６百万円減少し、156億26百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、15億96百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益33億77百

万円、減価償却費５億50百万円、仕入債務の増加額７億11百万円、未収入金の減少額４億94百万円、たな卸資産の

減少額４億22百万円等による増加と法人税等の支払額34億22百万円、売上債権の増加額８億41百万円等による

減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、13億33百万円となりました。これは主に、新規出店に伴う有形固定資産の取得

による支出６億22百万円、敷金及び保証金の差入による支出３億93百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、８億69百万円となりました。これは主に、配当金の支払額８億69百万円による

ものであります。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

（5）研究開発活動

　特に記載すべき事項はありません。

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結会計期間において、変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において完成した主要な設備は、次のとおりであります。

提出会社 　

事業所名
(所在地) 事業の名称

設備の内
容

帳簿価額(百万円)
従業員数

(人)建物及び
構築物

器具備品
土地

(面積㎡) 合計

鷹巣店

（秋田県北秋田市）

他東北地区１店舗

医薬品等の販売 店舗 75　 39　 －　 114
8　

（15）

八街店

（千葉県八街市）

他関東地区３店舗

医薬品等の販売 店舗 42　 61　 －　 104　
16　

（30）

バロー城山店

（愛知県尾張旭市）

他東海地区２店舗

医薬品等の販売 店舗　 96　 61　 －　 157　
13　

（33）

若江南店

（大阪府東大阪市）

他近畿地区１店舗

医薬品等の販売 店舗　 62　 39　 －　 101　
9　

（22）

杵築店

（大分県杵築市）

他九州地区１店舗

医薬品等の販売 店舗　 63　 30　 －　 94　
7　

（9）

（注）１．上記金額には、消費税等を含めておりません。

２．従業員数欄の（　）は、臨時従業員数を外書しております。

(2）設備の新設、除却等の計画

当社グループの設備投資につきましては、引き続き積極的な新規出店と既存店舗の活性化を図ってまいります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、改修計画は次のとおりでありま

す。

①重要な設備の新設

会社名
事業所名

所在地 事業の名称
設備の内
容

投資予定金額

資金調達
方法

着手及び完了予定年月
完成後
の増加
面積
（㎡）

総額
(百万円)

既支払
額
(百万円)

着手 完了

当社

小金原店

千葉県

松戸市

医薬品等

の販売
店舗 74 9 自己資金

平成20年

６月

平成20年

７月
555.72

当社

羽島店

岐阜県

羽島市

医薬品等

の販売
店舗 54 － 自己資金

平成20年

７月

平成20年

８月
1,004.52

（注）上記金額には、消費税等を含めておりません。
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②重要な改修

会社名
事業所名

所在地 事業の名称
設備の内
容

投資予定金額

資金調達
方法

着手及び完了予定年月
完成後
の増加
面積
（㎡）

総額
(百万円)

既支払
額
(百万円)

着手 完了

当社

樽町店

神奈川県

横浜市

医薬品等

の販売
改装 17 － 自己資金

平成20年

７月

平成20年

７月
－

当社

奈良店

奈良県

奈良市

医薬品等

の販売
改装 10 － 自己資金

平成20年

８月

平成20年

８月
－

当社

浜町店

長崎県

長崎市

医薬品等

の販売
改装 60 0 自己資金

平成20年

８月

平成20年

９月
184.34

（注）上記金額には、消費税等を含めておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 268,000,000

計 268,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 67,165,592 67,165,592
東京証券取引所

市場第一部
－

計 67,165,592 67,165,592 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成20年４月１日～　

平成20年６月30日　
－　 67,165,592 　－ 3,931 　－ 7,409

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 4,141,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  63,019,300 630,125 －

単元未満株式 普通株式 　　  4,892 － －

発行済株式総数 67,165,592 － －

総株主の議決権 － 630,125 －

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が6,800株含まれておりま

す。なお、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数68個が含まれておりませ

ん。

②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サンド

ラッグ

東京都府中市若松

町一丁目38番地の

１

4,141,400 － 4,141,400 6.17

計 － 4,141,400 － 4,141,400 6.17

 （注）当第１四半期連結会計期間末現在の自己保有株式数は「完全議決権株式」が4,141,500株、「単元未満株式」が40

株となっております。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５　月 ６　月

最高（円） 2,930 2,775 2,510

最低（円） 2,615 2,310 2,115

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,626 16,233

売掛金 8,025 7,183

商品 20,046 20,405

貯蔵品 57 56

その他 8,388 8,726

貸倒引当金 △10 △9

流動資産合計 52,133 52,596

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,950 8,825

その他（純額） 5,717 5,677

有形固定資産合計 ※1
 14,667

※1
 14,503

無形固定資産

のれん 419 292

その他 3,922 3,953

無形固定資産合計 4,342 4,245

投資その他の資産

敷金及び保証金 10,829 10,535

その他 5,790 5,746

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 16,617 16,278

固定資産合計 35,627 35,027

資産合計 87,761 87,623

負債の部

流動負債

買掛金 23,332 22,621

未払法人税等 1,432 3,594

役員賞与引当金 15 92

ポイント引当金 901 879

その他 4,435 3,940

流動負債合計 30,118 31,126

固定負債

退職給付引当金 220 213

役員退職慰労引当金 167 164

その他 1,488 1,462

固定負債合計 1,876 1,841

負債合計 31,994 32,967
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 3,931 3,931

資本剰余金 7,409 7,409

利益剰余金 51,218 50,126

自己株式 △3,600 △3,600

株主資本合計 58,958 57,866

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 74 56

土地再評価差額金 △3,266 △3,266

評価・換算差額等合計 △3,192 △3,210

純資産合計 55,766 54,656

負債純資産合計 87,761 87,623
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（２）【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

売上高 57,263

売上原価 44,171

売上総利益 13,092

販売費及び一般管理費 ※1
 9,761

営業利益 3,330

営業外収益

受取利息 22

受取配当金 2

固定資産受贈益 45

その他 21

営業外収益合計 91

営業外費用

支払利息 0

商品廃棄損 29

その他 0

営業外費用合計 30

経常利益 3,391

特別利益

貸倒引当金戻入額 0

特別利益合計 0

特別損失

固定資産除却損 9

賃貸借契約解約損 4

特別損失合計 14

税金等調整前四半期純利益 3,377

法人税等 ※2
 1,403

四半期純利益 1,974
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,377

減価償却費 550

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △76

ポイント引当金の増減額（△は減少） 22

受取利息及び受取配当金 △24

支払利息 0

固定資産除却損 9

売上債権の増減額（△は増加） △841

たな卸資産の増減額（△は増加） 422

未収入金の増減額（△は増加） 494

仕入債務の増減額（△は減少） 711

未払消費税等の増減額（△は減少） △95

その他 445

小計 5,009

利息及び配当金の受取額 9

法人税等の支払額 △3,422

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,596

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △622

無形固定資産の取得による支出 △68

貸付けによる支出 △249

貸付金の回収による収入 1

敷金及び保証金の差入による支出 △393

敷金及び保証金の回収による収入 60

営業譲受による支出 △238

その他 177

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,333

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △869

自己株式の取得による支出 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △869

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △606

現金及び現金同等物の期首残高 16,233

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 15,626
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更
　たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、主として売価還元平

均原価法によっておりましたが、当第

１四半期連結会計期間より「棚卸資産

の評価に関する会計基準」（企業会計

基準第９号　平成18年７月５日）が適

用されたことに伴い、主として売価還

元平均原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。

　これによる損益に与える影響は軽微

であります。

　

　 （2）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりま

したが、「リース取引に関する会計基

準」（企業会計基準第13号（平成５年

６月17日（企業会計審議会第一部会）、

平成19年３月30日改正））及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会

計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以降開始す

る連結会計年度に係る四半期財務諸表

から適用することができることになっ

たことに伴い、当第１四半期連結会計期

間からこれらの会計基準等を適用し、通

常の売買取引に係る会計処理になって

おります。また、所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引に係るリース資産の

減価償却の方法については、リース期間

を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度

前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理を引き続き

採用しております。　

　これによる損益に与える影響はありま

せん。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

固定資産の減価償却費の算定

方法

　定率法を採用している資産については、連

結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

税金費用の計算 　当第１四半期連結会計期間を含む連結会

計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて

表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、11,975百万円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、11,522百万円で

あります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費の主要項目

給料手当及び賞与 3,551百万円

賃借料    2,194百万円

役員賞与引当金繰入額  15百万円

退職給付費用  42百万円

役員退職慰労引当金繰入額  2百万円

ポイント引当金繰入額 22百万円　

貸倒引当金繰入額 1百万円

※２．「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整

額」は「法人税等」として一括して記載しておりま

す。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 15,626百万円

現金及び現金同等物 15,626百万円
　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　67,165,592株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　 　　4,141,540株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月21日

定時株主総会
普通株式 882 14 平成20年３月31日 平成20年６月23日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

医薬品・化粧品・日用雑貨等の販売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営

業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。　

（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 884.84 円 １株当たり純資産額 867.23 円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 31.33 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（百万円） 1,974

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,974

期中平均株式数（千株） 63,024

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりますが、当第１四半期連結会計期間末におけるリース残高は前連

結会計年度末から著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月13日

株式会社サンドラッグ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古谷　伸太郎　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯塚　正貴　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンドラッ

グの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンドラッグ及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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